
図1.菌根苗を用いたマツタケ林地導入のイメージ
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図4.各採取点のマツタケ菌糸量
数字の位置は試料の採取点、数字はマツタケの菌糸量（μg/土壌1g、各点4鉢の平
均値）。

1 はじめに

　マツタケの人工的な林地導入を目指し（図1）、松くい虫

抵抗性アカマツとマツタケ種菌シート（成果速報No.116）

および滅菌B層土壌を用いて、容器内で菌根苗の育成に

成功した（No.335）。今回は、これを大型苗（コンテナ苗）

に接種できるか確認するため、菌根苗とコンテナ苗を同

時に移植して、その後の菌糸の拡大と菌根形成状況を調

査した。

2 材料と方法

菌根苗：培養機内で育成した1年生苗（成果速報No.335、

図2）。

コンテナ苗：殺菌剤処理後に菌根が無いことを確認し、

根鉢から伸びた根を切った3年生苗。

用土：風化花崗岩（山砂）を121℃×80分間滅菌。

方法：平成29年2月に、用土を素焼き鉢に充填。コンテ

ナ苗を1本植栽し、約10cm離れた場所に菌根苗を移植

（接種）した（図3）。菌根苗の枯損に備え、移植場所にア

カマツの種子を16粒播種した。鉢は4個作成し、それぞれ

大型プランターの滅菌土に埋めて1)、温室で8ヶ月育成し

た。同年10月に用土を深さ2～5ｃｍから5cm間隔で9点採

取（図3）。マツタケ特異的定量PCR法2)でマツタケの菌糸

量を測定し、各点で4鉢の平均値を算出した。また、コン

テナ苗の細根を採取し、顕微鏡で外生菌根形成の有無

を確認。さらに、eSmap法3)でマツタケの菌根の有無を確

認した。

3 結果と考察

　マツタケの菌糸は菌根苗から離れた用土中に見いださ

れた。菌糸量の最大値は移植場所の中央から5cm離れ

た採取点の3.2μg/土壌1g（図4）、次いで移植場所（種菌

シートの直上）の2.4μg/gであったが、10cm離れた採取

点でも、1.2μg/gのマツタケ菌糸が検出された。

　コンテナ苗の細根には外生菌根が形成されていた。し

かし、eSmap法で確認したところ、マツタケの菌根ではな

かった。

　以上の結果から、移植した菌根苗から土へ菌糸が伸び

出すことが示唆された。今後はコンテナ苗へのマツタケの

菌根形成を継続的に観察するとともに、コンテナ苗にマツ

タケの菌根を形成させ易い条件を検討する。
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図2.接種に用いた菌根苗
培養容器から出して底面を撮影。
縁の白い部分（黒矢印）がマツタケの菌根。


